
２ し あ わ せ 部
生きがいデイサービス 「どっこいしょ」

給食サービス

高齢者のためのデイサービス

どっこいしょ ： （月・火７回） ５３０食
厚生会デイサービス ： （月・火・） １３２食
独居高齢者宅へ夕食配食サービス独居高齢者宅 夕食配食サ ビス

： 月１回 ８４食
一般弁当 ： ３８３食

場所：各集落の集会所 （７カ所）
月１回実施 （６月～３月）
実施回数 ： 平均 ８．６回
会員 ：５９人
４月お花見 ・ １０月野外活動
１２月全体交流会 実施



ある日のどっこいしょ その１ある日のどっこいしょ その１

打ちたてのそばの味は最高

上神沢どっこいしょのメンバーたち

このそば打ちは熊の伝統文化に・・・

私たちの自慢の１つ

「熊から巣立った子どもたちは３８歳から

６歳の小学生までそば打ちができること」



どっこいしょ作品展どっこいしょ作品展

どっこいしょの参加者が、馬の竹細工の部品や

絵付け用こけし１００人分を提供してくれた。

世界に１つ 私の作品

ギ くんま （物産館「ぶら と ）ギャラリーくんま （物産館「ぶらっと」 １Ｆ ）



どっこいしょ全体会どっこいしょ全体会

ゲーム大会 （熊愛館にて）

「 元気で長生きするために 」

講師 天竜すずかけ病院

副院長 榛葉 由枝氏副院長 榛葉 由枝氏



３ い き が い 部

イ ベ ン ト 企 画 ・ 運 営イ ベ ン ト 企 画 運 営

くんまほたるを観る会 大 寒 謝 祭 都市と農村の高齢者間交流



４ ふるさと部

子どもの水辺事業 ふるさとの山・川まもり隊」育成事業
県委託事業（ ）

地球環境ボールの作製

県委託事業（Ｈ、１３～１７）

ほたるの学校 地球環境ボ ルの作製ほたるの学校

源流ウオーク・水棲生物観察会 「山・川まもる」マナー看板作製・設置

阿多古川水の旅
「自然体験リーダー養成講座」

豊かな水を育む森づくり事業
熊平川遊び

棚田ウォーク α 棚田であそぼ

アクリルタワシの編み方講習会 と作成

（全戸配布）

熊平川遊び

手づくり体験教室 生ゴミの堆肥化



水棲生物観察会水棲生物観察会

「 沢ガニやヘビトンボやカワゲラ」 は

きれいな水に棲む生き物だってことが

よくわかったよ。くんまってすごいね。



源流ウォーク しずおか森の体験講座生と熊小児童源流ウォ ク しずおか森の体験講座生と熊小児童

都会の子どもの驚きが熊の子どもの気づきに黒 滝



阿 多 古 川 水 の 旅

• し尿処理場

• 船明ダム見学

し尿処理場

天竜川河口•浄水場見学



棚 田 ウ ォ ー ク棚 田 ウ ォ ク
春の棚田

大栗安の棚田

全国棚田百選

静岡県棚田等十選に認定（平成１１年）毎年

秋の棚田
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「山・川まもる」マナー看板作製・設置



「自然体験リーダー養成講座」自然体験リ ダ 養成講座」



（第８回）アルプホルンセミナーの開催（第８回）アルプホルンセミナーの開催

• 熊小学校体育館にて • 屋外レッスン （上・下）

• セミナー生による発表会（店前にて）



地区全体にとって 直接かかわる人にとって

・ 交流人口が増加した

・ 余剰農産物等の販路ができた

福祉や環境問題の 翼を担っている

• 働く場所ができた

• 賃金収入が得られた

• 自己実現 生き甲斐の場ができた・ 福祉や環境問題の一翼を担っている

・ 地区の中心ができた

・ 活動が評価され地区に自信ができた

• 自己実現、生き甲斐の場ができた

• 自己啓発の機会になった

活動が評価され地区に自信ができた

• 安心して生涯を送ることのできる地域にしたい安心して生涯を送ることのできる地域にしたい

• そこに住む人は元気ではつらつと暮らしたい

熊へ来たい 熊に住みたいという人を増やしたい• 熊へ来たい、熊に住みたいという人を増やしたい

• 活動に参加する人を増やしたい


